


























段，滞在先の確保，訪問先との調整等の役割をフィリピンの NGO である Health and Development 
For All Foundation, Inc（HADFAFI，ハドファフィ）に委託した。マニラでのパヤタス（Payatas）地






















2016/2/21（日） オリエンテーション マニラ HADFAFI










































に，学生の将来の職業の選択肢の一つとしての NGO 理解の機会にも役立ちそうである。 2章に
記したようにパヤタス訪問のマネジメントは ICAN に依頼した。HADFAFI と違い，ICAN は日本



































































































3 . 1（3）　NGO 活動や NGO 職の理解の機会としての側面
前述した様に，パヤタス訪問のマネジメントは日本の NGO である ICAN に依頼した。現地での
案内を担当してくれた方は優秀でタガログ語の堪能な日本人スタッフであった。この人物との関


































3 . 2 　オドネル高等学校との文化交流及びワークショップ
受け入れ団体である HADFAFI のセントフリアナ事務所のすぐ近くに，オドネル高等学校（日
本の中学 1年～高校 1年の 4年間の学校に相当）がある。事前訪問の段階でこの学校の教員と懇
意になり，スタディツアーの際に，共同で何らかの教育活動をする約束をした。スタディツアー
の企画段階では，フィリピンの教育に関心のあった学生がいたため，教育制度や教育現場の実態





































































































このワークショップの開催は，3 . 1 に記したパヤタス訪問とも相まって廃棄物問題理解にはと




















































































































































問 4．ICAN や HADFAFI との関わりは，NGO 活動の理解の参考になったと思うか。
問 5．ICAN の日本人スタッフとの出会いは NGO 職員という職の理解の参考になったと思うか。



















の 5段階で回答をしてもらった。 6人の①～⑤の回答結果自体と，それらをそのまま 1～ 5の数
値と捉え，それらから求めた平均値と標準偏差を表 3に挙げた。
表 3 　アンケート回答と集計結果 
問 1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問10 問11 問12 問13 問14
A 1 1 4 1 1 2 1 1 1 1 2 2 2 1
B 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 3 1 1
C 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1
D 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
E 1 1 1 1 1 1 2 3 1 1 1 2 1 1
F 1 1 1 1 1 2 2 1 2 1 1 1 1 1
平均値 1.00 1.17 1.50 1.17 1.00 1.50 1.50 1.50 1.33 1.00 1.17 1.67 1.17 1.00
標準偏差 0.00 0.41 1.22 0.41 0.00 0.55 0.55 0.84 0.52 0.00 0.41 0.82 0.41 0.00






5 . 1 　パヤタス訪問による廃棄物問題理解の機会






















5 . 2 　パヤタス訪問による NGO 活動や NGO 職の理解の機会
3 . 1（3）に記したこの点については，それぞれについて問 4，5で直接問うた。問 4に 1名が②








5 . 3 　オドネル高等学校との文化交流及びワークショップに関連した援助のドナーとしての振
舞い方理解の機会











5 . 4 　オドネル高等学校との文化交流及びワークショップに関連した廃棄物問題理解の機会
3 . 2（3）に記したこの点について問 7で問うた。 3名が②， 3名が①と回答した。②と回答し









5 . 5 　オドネル高等学校との文化交流及びワークショップに関連した，文化交流，異なる生活様
式や価値観理解の機会












5 . 6 　オドネル高等学校との文化交流及びワークショップに関連した，コミュニケーションと英
語利用の機会






5 . 7 　異なる生活様式，生活水準，価値観理解の機会
次に，アエタ族の村でのホームステイに関連し， 3 . 3（1）に記したこの点について問10と11で






5 . 8 　アエタ族の村でのホームステイに関連した，豚の屠殺見学における食育の機会















5 . 9 　フィリピンの人との触れ合い全般における英語学習の機会
3 . 4 に記したこの点については問14で問うた。全員が①と回答したため，この点についてはと
ても良い機会であったと言える。この問いは問 9とやや重複したが，ツアー全体の英語学習の機
会について改めて問い，その機会が確認されたと言える。
6 ．おわりに
問題の理解には当事者性を持つことが重要である。異なるライフスタイルを理解するには実体
験が重要である。教科書に基づくいわゆる座学が，こうした目的に絶対的に不十分であるとは言
わないが，スタディツアーでは，こうした目的に向けた効果的な教育ができることが示された。
筆者のこれまでの教育経験からも，問題の悲惨さを伝える時には映像資料を用いた教育が文字や
言葉だけによる教育よりも効果的であった。さらに踏み込んで，経験型のスタディツアーで五感
をフルに働かせることには高い教育効果があると，少なくとも本論で論じた文脈では示された。
冒頭にも記したように，このツアーの大まかな目的は「映像や教科書からは実感を持てない途
上国の現状を直接感じ，問題意識を醸成する」という点にあった。この点は，概ね達成されたと
いえる。また，それ以上に掘り下げたり，具体的な調査をしたりすることまでは事前に想定して
いなかったという観点からも当初の目的は達成できたと言える。
一方で，筆者が想定しなかった教育機会も少なくなく存在した。例えば，偶然に遭遇したフィ
リピンの方の親切に参加者が感動し，物質的豊かさよりも精神的豊かさが重要であることに気付
いたような場面があったことが挙げられる。偶然起こったことがそのきっかけとなったことは想
定外の収穫であった。教室ではなく現場で様々な人と関わるスタディツアーには，このような教
育機会も潜んでいる。
スタディツアーには他の作用もあった。一つは同行した教員による教育機会が常時あったこと
である。現地に滞在した 8日間，偶然の出来事を含む様々なことについて学生と密接に関わり専
門的に解説する時間があったことは教室では得難い経験であった。もう一つは満足度の高い旅行
にできたということである。観光旅行で頻繁に海外を訪れるという参加者も，他ではできなかっ
た高い満足感があったと伝えてくれた。嗜好が多様化している現在，学ぶことから満足感を得よ
うという嗜好を持つ人も増えつつある。スタディツアーには，教育機会としての側面だけではな
く，高い満足を得るための旅行の一形態としての側面もあり，こうしたニーズに応える機会とも
捉えられる。
フィリピンスタディツアーにおける潜在的教育機会の探求 21
更に，次年度のツアー参加希望者が出ていること，フィリピン留学を計画し始めた参加者がい
ること，フィリピンへの再訪問を強く希望する参加者がいること，卒論のテーマをフィリピン，
貧困，国際協力関連にしようとする傾向が－ツアーに参加した学生はもちろんしなかった学生に
まで－出始めていること等も，ツアーの想定以上の成果と言える。
最後に，振り返りの場での参加者の言葉から印象的だったものを紹介して，他の教育機会につ
いての補足とする。「フィリピンへの 1週間のツアーは，オーストラリアへの 4カ月の留学をはる
かに超えるくらい有意義だった」，「ニュースで社会問題を見聞きした際に，以前に比べ当事者性
を持って深刻に捉えることができるようになった」，「途上国の深刻な状況を本当に現実のことだ
と実感できた」，「他の学生と話していて，社会問題への関心の度合いについて温度差を感じるよ
うになった」，「人生に最も大きな影響を与えたイベントだった」，「途上国の実態の，ステレオタ
イプに語られるイメージとのズレがあることを理解できた」。これらはツアー終了 3か月後の感
想である。まだ言語化できていない様な効果が参加者の中でこれからも具体的に醸成されていく
可能性を強く感じている。
本学部で，このようなスタディツアーの機会が増え，より発展していけば幸いである。
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